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今
月
の
表
紙
は
、『
平
成
23
年
度
鹿
児

島
県
経
営
品
質
賞
』
の
表
彰
制
度
創
設

以
来
、
初
の
知
事
賞
「
大
賞
」
を
受
賞
さ

れ
た
「
株
式
会
社
九
州
タ
ブ
チ
」
代
表
取

締
役
社
長 

鶴
ヶ
野
未
央 

さ
ん
で
す
。 

同
社
は
、
給
水
シ
ス
テ
ム
商
品
の
製
造

会
社
と
し
て
、
銅
合
金
の
鋳
造
か
ら
機
械

加
工
、
表
面
処
理
、
検
査･

組
立
に
至
る

ま
で
の
一
貫
し
た
生
産
工
程
を
有
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
三
〇
〇
〇
品
目
に
も

及
ぶ
製
品
の
変
種
変
量･

少
量
多
品
種

生
産
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
、
銅
合
金
鋳
造
分
野
と
し
て
は
日
本

屈
指
の
生
産
量
を
誇
り
、
生
産
技
術
力

に
お
い
て
も
、
制
作
か
ら
品
質
検
証
ま
で

の
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技
術

は
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。 

ま
た
、
自
主･
自
立
の
社
風
を
掲
げ
、

社
員
に
よ
る
生
産
品
質
向
上
へ
の
取
組

に
対
し
全
社
を
挙
げ
た
サ
ポ
ー
ト
を
展

開
し
て
お
り
、「
自
主
研
活
動
」
等
を
通

し
て
、
組
織
の
壁
を
越
え
た
理
想
的
協
働

環
境
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、社
内
活
動

や
社
会
貢
献
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
を

通
じ
て
社
員
の
意
識
改
革
を
促
す
等
、人

材
育
成
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
社
員
一
人
ひ
と
り
の
絶

ゆ
ま
ぬ
活
動
に
よ
り
、
顧
客･

社
員
の
満

足
度
向
上
と
財
務
体
質
の
改
善
向
上
が

高
く
評
価
さ
れ
、
全
国
企
業
品
質
賞
受

賞
を
は
じ
め
、
平
成
20
年
よ
り
２
年
連

続
で
九
州
Ｉ
Ｅ
大
会
に
出
場
、
最
優
秀

事
例
と
し
て
全
国
大
会
出
場
を
果
た
す

な
ど
、地
域
の
モ
デ
ル
企
業
に
位
置
付
け

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
に
い
た
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
本
年
２
月
に
は
、生
産
革
命
を

実
現
さ
せ
た
人
材
を
対
象
と
す
る
第
４

回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
「
製
造
・
生
産

プ
ロ
セ
ス
部
門
」
で
、
同
社
社
員
が
本
県

初
の
優
秀
賞
に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

CONTENTS 

鹿
児
島
県
経
営
品
質
賞 

『 
知
事
賞
大
賞 

』 

 

株
式
会
社
九
州
タ
ブ
チ 

代
表
取
締
役
社
長 

 

  

＜企業概要＞ 

所 在 地 ： 

設 立 ： 

従業員数 ： 

T E L ： 

F A X ： 

   

受賞のスピーチをする 
桑野会長 

給設課のみなさん 

「鹿児島県経営品質賞」とは 

日本生産性本部が実施する日

本経営品質賞の地域版。卓越

した経営の仕組みを持つ企業

を表彰する。経営者のリー

ダーシップ、社会との調和、

社員や顧客の満足度などを指

標に、同本部や県内外の経

済・金融関係者らが審査・判

定し、千点満点で500点超に

知事賞が贈られる。 

知事賞「大賞」受賞記念撮

影 

˹

ǵ

 

つ
る
が
の 

 
 

み
お 

 

 
 

ὁ 
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й зи үᾹⱦқң꞊   ҳ ╔ ͛ ι ╔Ґ
Ӗ ґғ ᾢӎ͛ ү ͛ ẩ Ҳ ╜

όӖӆңӍқӂқң ͜
 
қҏқ͛ Ҳ қүӌӏҬ͛зи Ҳ Ҳэъі

ҳ и.иμ ҫ҆ӏҲү қ͛ Ҳ
ҳж.кμҬҏӑҊҜҪ֤֒ӻ Ҳ Ґ ₐ ⅜ₒҏӍ
ҙӐң͜җӐҳ Ᾱⱦ όҐị ҝӏ ͛ ◔ ⱦ Ҳ
͛ ү Ҋ Ҳ Ӗ‟ấқҪҲ ҮҲҏӆ
қӐҮ҈  ͜

 
ижзж Ҳ үӌӏҬ͛ ҳ ү ӅҐ`ҏӍҮ҈ үҮҧҪ҈ӏ͜
Ґ ҧҪ҈ғ ҫҳ ҳ ҟҚӏӖ Ү҈Ҭ҈ҊΞ ΟӖ ҌӏӪӵԐ֚ӻ

Ԋӆ҈ӂҝҐ͛ҡӐҳₐỂ҈ҫ҆ӎ Ẵ ʂӦԐ֔ͽӹ֢֮ʃӈ⇔ ⁿ үӌҧҪ ҳῙ
қ͛ ҳά ҮҲҫҝ  ͜

 
ᾕͺ Ґ қҪ҈ғẸүҳ Ẵ Ґ ҫ͛ҡҲẸүҳ ⱦ͛₅
ⱦ͛ ⱦ Ҳ ҫΞ ֑֤֮ԋΟӖ ẩ үῠ қ͛ ι ү ҙҟ͛ Ӗ

қҪ҈ғ Ґ҆ӎӂҝ͜ῠҏү‬ ị ҬҮҧҪ ͛ҏҘқӂ ͛ҏҘқӂ
█͛Ҏ ͛ ͛ ͛ ͛ ͛Ὓ╙ ͛ ү֑֤֮ԋҬқҪ қҪґҪ҈ӏҐ͛
ӂҤӂҤ͛ үҳ Ҳ ҫ͛ ү ҕҮ҈ ẫӹөӤҲ ҳ ғ҆ӏҲ
ү͛ Ү Ӗ ҫґҮ҈ӂӂ͛ Ҳԃ֮֞ӻӖỎқҪ҈ӏҲҫҳҮ҈ҫқӋҊҏ͜ 

 
ҳ ӷӦԋҏӍӃҪΞ Ҳ ὰΟΞ ὩΟΞ ΟҲй ү

ӌҧҪ ҝӏҐ͛ Ҳ ͛ ὰҳ ӅҮ҈ҲҫΞ ὩΟҬΞ Ο
ҫộґ ҖҪ҈ҏұҴҮӍҮ҈͜ҡҲẸүҳⅎ Ҳ ⱦүẬ ҝӏҤҕҫҳ´ Ґ ҪҗҮ
҈Ҳҫ͛ ңҮ ҫҲ Ґ ҬҮӏ͜ ҮӍҫҳҲ 

 ḟ ạ ͟ạ Ӗ ҧң ●▀ӹӻԈ  ֛
 Ḡ из ↕ү҆ҧңῈҩғӎ 
 ḡ Ễ ͟ᾟ ͟  
 Ḣ ⁯☺͟Ӫԏ֦Ӱͽ  
 ḣ ₅ ⱦ  

 ͛ ңҮ Ӗ қ͛●▀ Ӗộґ қҪ҈ғ Ґ ҫ҆ӏ͜ 
 

֑֤֮ԋӖ ү Ү֑֤֮ԋүқҪ҈ғẸүҳ͛ ◌͛ ҮҭҲ ҫ
Ӥԅ֒қҪ҈ғ Ґ҆ӏҐ͛ᾕͺ ị ҶҬӎҐ ֑֤֮ԋӖ үỈ қҪ҈ғ
ҬↄῃҐ͛ ͛ӂҙү╣ӅӍӐҪ҈ӏ ͜

「鹿児島ブランド」 

 で市場創出を 

  ἆ ◕ᾟ 

    ᾟ  Ἄ  ↔
ҭҏӇӁ  ҅ӍұӍ

 

   
プロフィール 

 鹿児島市出身。一橋大学卒業。 

 平成14年４月から鹿児島県経 

 営者協会副会長、平成21年４ 

 月より現職。 

（南国殖産㈱代表取締役社長） 
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Ѓ
Ῥ
⁸

֞

˺

 

 

ᴜ
 

 

１
０
０
個
を
超
え
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子
を
独

自
放
熱
設
計
に
よ
り
基
板
実
装
し
、
単
一

光
源
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
業
界
ト
ッ
プ
の
大
光
量
面

発
光
源
を
実
現
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

で
あ
る
の
で
、
省
エ
ネ
効
果
が
高
く
、
ナ
イ

タ
ー
照
明
灯
や
天
井
灯
な
ど
に
採
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

ʹʤ҇ ˗  

̈ ֝ ☻ ˝   

 

К
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ᾛ
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ᴜ
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᷂
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Ⱳ

᷂
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ᴜ
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̏

Ẳ
Ҥ

̏
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̏
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ᶥɩ

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

֞

ὑ

֞

ὑ  
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Ẏ

 

 

˧
ᴇ

╛
̝

 

 

Ẏ
Ͻ

Ͻ

 

 
 

 
 

 
 

 

˧ᴇ ᾽  

 

Ẳ
Ҥ

 

 

╛
̝

Ϸ

 

 

ҧ

ҧ

 
 

 
 

          

Ṅ
⁹
҃

 

̈ ֝ ☻ Ϸ   

̔  

所在地 ： 出水市高尾野町 

唐笠木1817-1 

TEL ： 0996-82-5110 

FAX ： 0996-82-5188 

URL ： http://www.emc-kowa.jp/ 

E-mail ： kowa_kagosi@mua. 
biglobe.ne.jp 
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ᴜ

 
 

消
石
灰
を
特
殊
な
樹
脂
に
封
じ
込
め
な

が
ら
樹
脂
表
面
に
滲
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
性
能
を
持
つ
防

疫
用
塗
布
剤
に
遮
熱
効
果
も
加
え
た
塗
布

剤
を
開
発
し
ま
し
た
。
畜
産
県
で
あ
る
本

県
に
と
っ
て
防
疫
面
で
の
有
効
利
用
が
見

込
ま
れ
ま
す
。 

ᴜ

  
 
 
 
    

 

脂
に
覆
わ
れ
た
牛
の
大
腸
を
紐
状
に
し

て
、
更
に
切
開
し
、
腸
管
に
つ
い
た
脂
を
連

続
し
て
取
り
、
作
業
効
率
化
を
図
っ
た
装

置
を
開
発
し
ま
し
た
。
畜
産
県
で
あ
る
本

県
に
と
っ
て
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

( Ϸ ᾽  

  

ѩ

 

 

›

╛
̝

 

 
  

Ẏ

ў

 

 
 

 
 

 
 

 
  

֝

 

 

ѩ

 

 

╛
̝

 

 
     

 

̈ ֝ ☻  ʝ  

› ᾽  
̈ ֝ ☻ ͪ Ͻ  

ᴜ

 
 

自
然
幾
何
学
で
あ
る
フ
ラ
ク
タ
ル
理
論
を
用

い
る
こ
と
で
、
木
漏
れ
日
の
よ
う
な
緑
陰
を
作

り
な
が
ら
自
熱
を
発
散
し
、
風
圧
力
に
も
耐
え

る
三
次
元
構
造
を
も
つ
ひ
よ
け
を
開
発
し
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
性
の
評
価
も
高
く
、
省
エ
ネ
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

( ᾽  

̔  

所在地 ： 鹿児島市郡山町2571-1 

TEL ： 099-298-2780 

FAX ： 050-3156-2806 

URL ： http://www.fukumotogiken. 
jp/ 

E-mail ： info@fukumotogiken.jp 

所在地 ： 曽於市末吉町 

   南之郷3050-6 

TEL ： 0986-76-0018 

FAX ： 0986-76-2729 

URL ： http://www.matoya.com/ 

E-mail ： info＠matoya.com 

̔  

̔  

所在地 ： 鹿児島市紫原 

4丁目32-12 

TEL ： 099-259-5555 

FAX ： 099-251-9546 

URL ： http://www.losfee.jp/ 

E-mail ： mail＠losfee.jp 
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ⱥ
ᾰ
᾽

Ᾰ

Ἥ

ⱥ 
 

海
外
展
開
を
図
ろ
う
と
す
る
県
内
の
製
造
業
者
を
対
象
に
、
海
外
市
場
動

向
等
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
海
外
商
談
会
へ
の
出
展
支
援
、
専
門
家
の

派
遣
等
を
実
施
し
、
新
た
な
海
外
販
路
の
開
拓
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

ʢ
ᶥ 

 

Ẇ

 

 

ʴ
ᾛ
̔

᷂
Ḣ

 

 
 

 

ʴ
ᾛ
̔

Ḩ

ρ

 
 

 
 

 

 

永
年
商
社
に
勤
務
し
海
外
と
の
貿
易

経
験
豊
富
。
現
地
法
人
設
立
か
ら
様
々

な
困
難
を
乗
り
越
え
、
経
営
を
安
定
化

さ
せ
た
実
績
を
下
に
、
企
業
が
海
外
へ

販
路
拡
大
す
る
為
の
ポ
イ
ン
ト
を
講
演

い
た
だ
い
た
。 

①
一
次
情
報
、
専
門
誌
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
売
買
先
、
銀
行
、
公
的
機
関

等
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
情
報
を
入

手
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
二
次
情
報
、
現
地
顧
客
の
産
業
財
、

消
費
財
及
び
海
外
展
示
会
出
展
に
よ
る
企

業
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報 

ポ
イ
ン
ト 

○
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
（
初 

 

期
投
資
は
抑
え
る
。
レ
ン
タ
ル
工
場 

 
 

か
ら
ス
タ
ー
ト
） 

○
競
争
力
の
あ
る
得
意
分
野
で
勝
負 

○
現
地
に
行
っ
て
「
生
の
声
を
聞
く
こ 

 

と
」 

○
何
・
誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
の
か 

 

明
確
に
す
る
。 

˗
͈

 

Ẇ
ᵀ

̝

ї
᾽
Ḹ
 ף

 
 

 (
)

 

①
台
北
国
際
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
見
本 

 

市 

 

平
成

年

月

日
～

日 

今
回
の
見
本
市
は
、
出
展
企
業
８
０

０
社
、
１
４
５
０
ブ
ー
ス
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
３
５
０
０
人
と
盛
大
に
実
施 

̸

 
 

展
示
品
名
：
4
軸
制
御
ゲ
ー
ト
カ
ッ

ト
ロ
ボ
ッ
ト 

（
株
）
ハ
マ
製
作
所
の
浜
口
社
長

は
、
昭
和
33
年
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
で

有
名
な
東
京
大
田
区
で
創
業
、
平
成
3

年
故
郷
坊
の
津
に
鹿
児
島
工
場
を
設

立
。
今
回
は
レ
ン
ズ
の
バ
リ
取
り
仕
上

げ
加
工
す
る
自
動
ゲ
ー
ト
カ
ッ
ト
ロ

ボ
ッ
ト
を
展
示
し
、
商
談
件
数
42
件
あ

り
、
８
０
０
０
万
円
の
商
談
も
ま
と

ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

展
示
品
名
：
精
密
金
型
部
品 

鹿
児
島
発
「
小
型
人
工
衛
星
Ｋ
サ

ミ
ッ
ト
」
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
「
超
精
密
モ
ノ
づ
く
り
」
の
技

術
を
活
か
し
て
、
鹿
児
島
か
ら
世
界
へ

発
進
。
同
社
の
金
型
は
、
30
ミ
ク
ロ
ン

単
位
で
精
度
、
信
頼
性
と
も
非
常
に
高

く
、
展
示
会
で
は
、
今
後
為
替
相
場
の

波
を
乗
り
切
る
企
業
体
制
を
組
む
た
め

今
年
は
、
タ
イ
工
場
開
設
準
備
中
。 

②
中
国
国
際
工
業
博
覧
会 

 

平
成

年

月

日
～

月

日 

ӳ
Ͻ 

 
 

͜

 

♥

 

˺ 
 

展

示

品

名
：
Ｍ

Ｅ
・
Ｘ

チ

ェ

ン

ジ
ャ
ー
「
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域

の
発
展
に
貢
献
」 

特
に
、
中
国
で
の
環
境
破
壊
が
進
む

中
、
河
川
、
大
気
汚
染
、
ＣＯ２

削
減
、
公

害
防
止
を
目
的
と
し
た
植
物
性
廃
油
代

替
燃
料
変
換
装
置
は
、
上
海
工
業
博
覧

会
で
大
好
評
に
て
商
談
１２
件
中
６
件
の

成
約
見
込
み
。
世
界
遺
産
の
屋
久
島
で

も
利
用
さ
れ
エ
コ
、
リ
サ
イ
ク
ル
時
代

の
ヒ
ッ
ト
商
品
へ
進
化
中
。 

̱

 
 

 
 

 
 

ԍ 

ӧ 
 

展
示
品
名
：
塗
装
廃
液
シ
ラ
ス
浄
化

装
置 鹿

児
島
で
災
害
を
引
き
起
こ
す
「
シ

ラ
ス
」
を
凝
集
材
と
し
て
活
用
し
た

「
塗
装
廃
液
シ
ラ
ス
浄
化
装
置
」
は
中

国
で
も
大
人
気
。
工
業
博
で
１
２
０
０

人
以
上
の
来
場
が
あ
り
、
多
く
の
商
社

及
び
メ
ー
カ
ー
が
興
味
を
示
し
た
。
現

在
、
中
国
で
は
重
金
属
処
理
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
将
来
、
莫
大
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
需
要
が
見
込
め
る
商
品
と
な
る

可
能
性
が
大
で
あ
る
。 

   

╞    

 

ʫ
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「
平
均
年
齢
27.8

歳
」
「
女
性
パ
ワ
ー
」

「
平
均
月
収
９
６
０
０
円
」
の
共
産
主
義

国
ベ
ト
ナ
ム 

平
均
年
齢

50

歳
の
参
加
者
に
は
、

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
プ
レ
ン
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

は
体
に
堪
え
、
更
な
る
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
「
有
意
義
な
6

日
間
」
と
の
感
想
。
（
１２

企
業
訪
問
・
４

回
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
実
施
） 

○
高
品
質
の
航
空
機
産
業
の
三
菱
重
工
に

お
い
て
は
熟
練
さ
れ
た
職
人
の
技
を
拝

見
。 

○
中
国
同
様
、
雇
用
問
題
（
労
働
管
理
）

を
ト
ッ
プ
の
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
日
本
人
経
営
の
「
ヒ
ト
中
心
の
経

営
」
を
実
践
し
て
い
る
荻
野
工
業
。 

○
「
鹿
児
島
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
二
年

前
に
ハ
ノ
イ
の
隣
バ
ク
ザ
ン
省
に
進
出

し
、
今
年
工
場
を
更
に
5
倍
の
１
万
平
米

に
拡
大
中
の
九
州
新
城
仮
屋
氏
に
は
ベ
ト

ナ
ム
情
報
満
載
の
二
日
間
を
ア
テ
ン
ド
い

た
だ
き
感
謝
で
す
。 

Ｉ
Ｔ
Ｍ
は
、
日
本
の
習
慣
を
徹
底
し
て

教
育
し
て
い
る
。
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ

魅
力
あ
る
市
場
で
あ
る
が
、
モ
ノ
づ
く
り

の
最
低
賃
金
は
、
昨
年
2
回
ア
ッ
プ
。
単

純
作
業
の
ワ
ー
カ
ー
を
求
め
る
の
に
は
良

い
国
で
は
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
限
ら
ず

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
ス
を
磨
く
こ
と
が
必

要
。
（
９
企
業
１４

名
参
加
） 

 

ʴ
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∆
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中
国
は
、
も
は
や
「
昔
」
の
中
国
で

は
な
い
。
生
き
馬
の
目
を
抜
く
「
ス

ピ
ー
ド
」
と
5

億
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
化
し
た
高
度
な
情
報
社
会
。
新
幹
線

等
の
イ
ン
フ
ラ
も
拡
大
。
「
高
速
道

路
」
も
長
さ
で
は
ア
メ
リ
カ
を
抜
く
勢

い
。 今

回
の
研
修
視
察
は
県
・
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
で
、
上
海
工
業
博
及
び
江
蘇

省
の
昆
山
・
蘇
州
・
常
熟
・
南
京
の
９
企

業
及
び
４
省
市
・
３
工
業
区
を
訪
問
し
、

大
歓
迎
を
受
け
た
。 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
「
地
域
ご
と
」
に
大
き
く

違
い
15

%

の
賃
金
上
昇
率
に
よ
り
進
出

企
業
は
生
き
残
る
た
め
に
は
「
走
り
な
が

ら
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
軌
道
修
正
、
常

に
次
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
し
、
稼
げ
る
と

き
に
一
気
に
稼
ぎ
、
低
迷
し
た
ら
次
の
手

を
投
入
」
と
ア
ル
バ
ッ
ク
総
経
理
の
談
。 

常
熟
市
は
、
鑑
真
和
上
が
坊
津
に
仏
教

を
伝
え
た
事
に
よ
り
、
薩
摩
川
内
市
と
20

年
前
に
友
好
都
市
締
結
。
日
系
企
業
の

「
こ
ん
に
ち
は
運
動
」
「
常
熟
ギ
ネ
ス

（
賞
金
・
賞
状
）
」
「
3-

3-

3

研
修
」

は
生
産
効
率
ア
ッ
プ
策
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
あ
っ
た
。
参
加
企
業
に
と
っ
て

は
今
後
中
国
販
路
拡
大
に
向
け
て
有
意
義

な
研
修
視
察
で
あ
っ
た
由
。
「
今
後
同
行

し
た
県
及
び
支
援
セ
ン
タ
ー
の
チ
カ
ラ
を

借
り
て
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
の

談
。
（
５
企
業
８
名
参
加
） 

 

̔

ἶ

˧

˗

֝

 

˲ 

 
 

 
 

 

ʴ 
 

 

昨
年
、
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
講

師
は
九
州
で
国
際
化
戦
略
で
飛
躍
を
遂
げ

て
い
る
（
株
）
八
ち
ゃ
ん
堂
と
本
多
機
工

（
株
）
の
両
社
長
及
び
県
の
日
本
有
機

（
株
）
川
崎
会
長
。
講
師
の
話
は
、
「
い

ず
れ
も
優
秀
な
海
外
留
学
生
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
海
外
と
の
人
材
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
海
外
取
引
販
路
拡
大

が
促
進
さ
れ
た
。
ま
た
、
商
習
慣
や
嗜
好

性
の
違
う
外
国
人
と
仕
事
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
大
き
く
寄
与
し
た
。
」
と
の
熱
弁
。 

参
加
企
業
の
声
と
し
て
、
「
企
業
発
展

の
た
め
に
海
外
人
材
は
発
想
、
創
造
性
が

特
異
で
刺
激
と
な
り
今
後K

e
y
 P

e
rso

n

と

な
り
社
内
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
め
る
の

で
は
。
」
と
の
こ
と
。
鹿
大
、
鹿
国
際
大

の
留
学
生
か
ら
は
、
「
県
内
に
は
高
い
技

術
を
持
っ
た
企
業
が
あ
り
、
将
来
県
内
企

業
に
就
職
し
た
い
」
と
い
う
希
望
が
あ

る
。 

       

 ɹ ᾟɹ פּ 

    

ᾰ ᾟᾟ Үҩɹ 
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「
夢
は
紙
に
書
く
と
叶
う
」 

 

中
学
2
年
生
の
14
歳
の
と
き
。
当
事
、

樟
南
高
校
の
校
長
で
あ
っ
た
時
任
克
鴨
氏

の
講
演
で
そ
れ
ま
で
夢
が
な
か
っ
た
自
分

が
人
生
で
初
め
て
自
分
の
夢
を
考
え
た
。 

一
つ
目
、
「
バ
ス
ガ
イ
ド
に
な
る
こ
と
」
。

二
つ
目
、「
先
生
に
な
る
こ
と
」
。
三
つ
目
、

「
旅
行
会
社
に
務
め
る
こ
と
」
。
四
つ
目
、

「
社
長
に
な
る
こ
と
」
。
五
つ
目
、
「
有
名

に
な
る
こ
と
」
。
結
論
は
全
て
を
実
現
し
叶

え
る
こ
と
が
出
来
た
。 

  

「
な
ぜ
に
16
歳
か
ら
の
起
業
だ
っ 

 

た
の
か
？
」 

 
生
ま
れ
な
が
ら
に
商
売
人
の
3
人
兄
弟

の
長
女
と
し
て
誕
生
し
た
本
部
。
そ
の
当

時
は
何
で
も
売
れ
た
時
代
か
ら
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
、
売
れ
な
い
時
代
へ
。
そ
ん
な
と
き

に
祖
父
母
の
金
物
屋
の
会
社
が
倒
産
。
高

校
生
だ
っ
た
時
の
経
験
は
す
さ
ま
じ
く
人

生
を
変
え
る
。
も
と
も
と
金
物
屋
店
で
も

商
売
の
イ
ロ
ハ
を
知
っ
て
い
た
の
だ
が
、

実
際
に
社
会
は
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
・
・
・
。

時
代
は
就
職
氷
河
期
で
も
あ
る
こ
ん
な
時

代
に
就
職
も
ろ
く
に
な
い
。
毎
日
の
生
活

は
逼
迫
し
、
人
生
最
大
の
貧
乏
の
ど
ん
底

に
陥
る
生
活
。
そ
ん
な
中
、
学
校
の
生
徒
手

帳
を
た
ま
た
ま
見
た
と
き
に
「
ア
ル
バ
イ

ト
禁
止
」
。「
社
長
禁
止
と
は
書
か
れ
て
い

な
い
。
」
雇
用
さ
れ
る
の
が
禁
止
な
ら
自
分

で
稼
ご
う
と
決
意
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
き

た
ら
ス
ー
ツ
に
着
替
え
て
、
口
紅
を
塗
り
、

バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
て
香
典
返
礼
品
の
営

業
へ
。
も
ち
ろ
ん
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ん
て
も
の

は
な
い
。
感
覚
で
相
手
が
喜
ぶ
こ
と
を
常

に
考
え
続
け
、
自
身
で
起
業
し
な
が
ら
商

売
感
覚
を
身
に
つ
け
る
。 

 

「
最
高
の
仕
事
を
創
造
し
た
い
」 

 

不
景
気
と
い
わ
れ
、
ま
た
平
成
23
年
3

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
や
各
地
で
の
天

災
に
見
舞
わ
れ
る
時
代
。
そ
ん
な
中
、
常
に

考
え
続
け
て
い
る
こ
と
。「
仕
事
が
な
け
れ

ば
人
が
求
め
る
よ
う
な
最
高
と
思
わ
れ
る

仕
事
を
創
造
す
れ
ば
い
い
。
」
そ
ん
な
心
意

気
で
毎
日
を
奮
闘
。
平
成
23
年
1
月
か
ら

福
島
県
の
会
津
地
方
で
会
津
オ
フ
ィ
ス
を

立
ち
上
げ
、
新
規
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と

思
っ
た
矢
先
、
3
月
11
日
の
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
、
自
身
も
大
震
災
を
体
験
。
東
京
で

帰
宅
難
民
と
な
り
自
宅
が
あ
る
鹿
児
島
へ

帰
れ
な
い
状
況
。
そ
ん
な
中
で
当
然
福
島

の
こ
と
も
気
に
な
り
、
自
身
の
生
活
の
不

安
を
感
じ
る
。
だ
が
そ
の
不
安
は
一
瞬
で

払
拭
し
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
会
社
、
仕

事
で
あ
る
と
い
う
設
立
当
初
か
ら
の
理
念

に
基
づ
き
震
災
直
後
の
余
震
が
続
く
中
で

も
鹿
児
島
か
ら
月
に
1
週
間
～
10
日
程
度

福
島
県
へ
出
張
。
一
時
は
事
業
を
続
け
る

こ
と
が
大
変
な
の
で
は
？
と
周
囲
か
ら
心

配
も
さ
れ
た
が
、
自
身
は
放
射
能
や
地
震

の
心
配
よ
り
も
、
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を

行
う
こ
と
が
私
の
使
命
と
感
じ
事
業
継
続
。

現
在
で
は
15
年
以
上
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
と

関
わ
っ
た
一
次
産
業
～
五
次
産
業
ま
で
の
約

40
種
以
上
の
役
員
や
事
業
展
開
に
携
わ
り
、

こ
れ
ま
で
鹿
児
島
県
～
福
島
県
ま
で
の
六
次

産
業
化
、農
商
工
連
携
、経
営
革
新
や
売
上
集

客
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
の
指
導
を
行
い

な
が
ら
講
演
活
動
も
年
間
70
回
以
上
を
超

え
る
ま
で
に
。 

 

「
三
方
良
し
」
の
精
神
で
、
誰
も
困
ら
な
い

事
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

地
域
や
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
展
開
を

行
う
。 

 

自
身
は
１
児
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
あ
り

な
が
ら
、
働
く
女
性
と
し
て
自
立
で
き
る
人

間
形
成
や
支
援
を
行
い
、
様
々
な
視
点
で
物

事
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
も
あ
る
。 

  

「
今
あ
る
困
難
や
課
題
を
ギ
フ
ト
と
と
ら

え
る
か
、重
荷
と
と
ら
え
る
か
」そ
の
考
え
方

の
違
い
や
行
動
で
道
は
開
け
て
い
け
る
と
思

う
。 

ǋ
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株式会社ドゥーイット 

 代表取締役 本部映利香
も と べ え り か
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₳ ₴↓ ʴṐ σ  

 県では、本県の製造業振興の方向性をとりまとめた「かごしま製造業振興方針」を平成２３年３

月に策定しました。この振興方針では、「産業人材の育成・確保」を掲げており、その施策の一つ

として、「かごしまものづくり郷中塾」を今年度開催いたしました。 

 郷中塾では、指導者と塾生たちが業種や地域を越えて交流を行うカリキュラムを通じて、日本の

未来・鹿児島の未来を自分たちが担っていくのだという産業人の精神性を高め、実践・実行につな

げていくことを念頭に、一年間取り組んでまいりました。 

 

 塾頭 関満博氏 

 
一 橋 大 学 名 誉 教 授  

明星大学経済学部教授 

地域経済総合研修所評

議員 

現場主義を標榜し、全

国各地の塾で中小企業

の若手経営者にエール

を送っている。 

【参加者の感想】 

・経営とリーダーシップ、商品開発のプロセス、マーケティングに関する手法などを学ぶことができ

た。塾生による異業種ネットワークも大きな財産となった。 

・全国の経営者との交流では、熱い思いで若手経営者塾に参加している方々と知り合うことができ

た。企業経営をしていく上では、多くの苦しみや喜びがあるが、それらの体験を語り合える仲間がい

るということは非常に心強いものだと感じた。 

【平成２４年度事業のご案内】 

平成24年度は、本塾を更に発展させ、鹿児島の産業を担う若手経営者を対象に「産業おこし郷中塾」

を開催する予定です。平成24年3月～4月に募集を開始する予定ですので、ぜひご参加ください。 

  ʣ ̔ ό  

ᵀᴜ ͈  ẎῬ ̓ ᴜ  

【事業コンセプト】 

・変革の時代を生き抜く力と新しいビジネスモデルを創出する力 

 を身に付けた人材の育成 

【取り組みの背景】 

・中小企業の後継者育成が喫緊の課題であること 

・目的意識を持った異業種のネットワークによる情報交換・刺激 

 や競争、連携が新事業展開に有効であること 

【対象】 

 概ね45才までの経営者、後継者、経営幹部の方々など 

 
【カリキュラム】 

 

 

 

 

 

 

 

【研修内容】 

・国内、海外事情変化への洞察、変革の 

 時代のリーダーの役割 

・県内外の異業種、同業種との交流  

・商品開発・マーケティングの基礎、事 

 業戦略策定演習 

・商品開発実践（選択）  など 

 

₳ 23₴↓ ʺ ֻὧ◐╛ Ћ6ᶥ σ

Ẇ ό ʣ 1ᶥ Ẇ

ᵣ ˧ 1ᶥ Ӕ σ

ᵣ ṐЋᶮẎ̝ ֓қ  
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弊
社
は
奄
美
市
の
誘
致
企
業
で
、
奄
美
発
に

こ
だ
わ
っ
た
繊
維
製
品
の
研
究
開
発
、
製
造
販

売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

近
年
は
、
天
然
染
色
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た

天
然
物
質
の
抽
出
技
術
を
も
と
に
「
美
と
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
奄
美
の
地
域
資
源
を
用
い
た

機
能
性
化
粧
品
や
機
能
性
食
品
の
研
究
開
発

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ᵀ
ᴜ

 

奄
美
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
「
黒

糖
焼
酎
」
は
、
数
年
前
か
ら
の
焼
酎
ブ
ー

ム
に
よ
る
市
場
拡
大
に
伴
っ
て
生
産
量
が

増
大
し
、
製
造
時
に
発
生
す
る
焼
酎
粕
の

処
理
が
地
域
の
環
境
問
題
と
し
て
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
奄
美
市
に
よ

り
産
官
学
の
専
門
家
に
よ
る
「
未
利
用
資

源
活
用
委
員
会
」
が
発
足
、
弊
社
も
参
画

し
、
平
成
18
年
度
に
九
州
経
済
産
業
局
よ

り
「
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開

発
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
黒
糖
焼
酎
粕

を
活
用
し
た
化
粧
品
の
研
究
開
発
に
着
手

し
ま
し
た
。 

ᵀ
ᴜ

ⱪ

 

あ
ま
肌
に
配
合
さ
れ
て
い
る
「
黒
糖
も

ろ
み
エ
キ
ス
」
は
、
黒
糖
焼
酎
粕
（
も
ろ

み
）
か
ら
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
等
の
機
能

性
成
分
を
抽
出
し
た
エ
キ
ス
で
、
共
同
研

究
し
た
鹿
児
島
大
学
農
学
部
・
藤
井
教
授

（
現
名
誉
教
授
）
、
鹿
児
島
純
心
女
子
大

学
・
中
野
教
授
ら
に
よ
り
、
肌
の
シ
ミ
の

原
因
と
な
る
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
生
成
を
抑

え
る
機
能
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
人
体
に
対
す
る
負
担
も
ほ
と
ん

ず
」
に
依
頼
し
、
お
客
様
に
手
に
と
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
い
た
し
ま
し
た
。 

現
在
は
通
販
を
主
体
に
販
売
し
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
広
告
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
口
コ
ミ
な
ど
を
中
心
に
徐
々
に
販
売

数
を
伸
ば
し
て
お
り
、
今
ま
で
市
販
の
化

粧
品
が
合
わ
な
か
っ
た
敏
感
肌
の
方
や
、

乾
燥
肌
の
方
な
ど
か
ら
好
評
を
得
て
お

り
、
ご
購
入
い
た
だ
い
た
方
の
多
く
に
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 

 

♥

 

こ
の
度
は
、
多
く
の
方
に
あ
ま
肌
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

質
疑
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
提
案
な
ど
今
後
の
販
売
戦
略

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
き
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
（fa

ce
b
o
o
k

に
専

用
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。
） 

ま
た
、
発
表
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
数

社
の
方
と
後
日
、
商
談
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。 

 ˹
♥

᾽

 

10
月
に
行
わ
れ
た
「
２
０
１
１
か
ご
し

ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て

奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

賞
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
今
後
と
も
販

路
開
拓
に
努
め
て
、
鹿
児
島
奄
美
か
ら
全

国
に
発
信
で
き
る
商
品
を
目
指
し
ま
す
。 

 

ど
な
く
、
極
め
て
安
全
な
成
分
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
の
様
な
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
学

会
等
で
も
発
表
し
て
お
り
注
目
を
集
め
て

お
り
ま
す
。 

商
品
化
に
つ
い
て
は
（
財
）
か
ご
し
ま

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
販
路
開
拓
助
成
事

業
を
活
用
し
、
福
岡
の
フ
ラ
ウ
主
婦
生
活

総
合
研
究
所
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を

委
託
し
ま
し
た
。
20

代
～
40

代
の
、
一

般
女
性
か
ら
募
集
し
た
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

調
査
を
行
い
、
肌
刺
激
や
色
・
に
お
い
・

使
用
感
・
容
器
の
使
い
易
さ
・
価
格
な
ど

多
方
面
に
調
査
・
評
価
を
行
い
、
幾
度
に

も
改
良
を
重
ね
た
結
果
、
黒
糖
も
ろ
み
エ

キ
ス
以
外
の
成
分
に
つ
い
て
も
徹
底
的
に

こ
だ
わ
っ
た
、
無
添
加
の
高
機
能
化
粧
品

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ボ
ト
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
帯
広
で
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
地

域
興
し
の
実
績
が
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
う
る
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当
社
は
接
点
の
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
１

９
７
１
年
に
創
業
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は

そ
の
技
術
を
発
展
さ
せ
、
金
型
治
工
具
及
び

自
動
機
の
製
作
を
中
心
と
し
て
、
お
客
様
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
企
業
と
な
る
よ
う

前
進
し
て
お
り
ま
す
。 

ᵀ
ᴜ

 

九
州
圏
内
の
大
手
焼
酎
メ
ー
カ
ー
各
社
様

よ
り
、
目
視
で
行
っ
て
い
る
焼
酎
液
中
の
異

物
検
査
を
自
動
化
し
た
い
、
検
査
装
置
を
導

入
し
て
い
る
が
価
格
が
高
い
、
検
査
精
度
が

低
い
、
擬
似
不
良
が
多
く
再
検
査
が
頻
発
す

る
、
既
存
の
検
査
装
置
メ
ー
カ
ー
は
サ
ポ
ー

ト
コ
ス
ト
が
高
い
事
に
加
え
中
々
来
て
く
れ

な
い
、
な
ど
の
様
々
な
不
満
の
声
を
数
多
く

お
聞
き
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
社

の
画
像
検
査
技
術
と
自
動
機
技
術
を
用
い
て

こ
れ
ら
全
て
の
課
題
を
解
決
し
、「
焼
酎
の
本

場
で
あ
る
九
州
の
地
域
社
会
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
商
品
を
ご
提
供
し
た
い
」
と
い
う

強
い
思
い
で
本
開
発
に
着
手
致
し
ま
し
た
。 

ᵀ
ᴜ

ⱪ

 

本
商
品
は
、
特
殊
照
明
や
高
感
度
カ
メ
ラ

を
用
い
て
高
速
自
動
搬
送
中
の
ビ
ン
内
の
液

中
異
物
を
画
像
検
出
し
、
そ
れ
ら
の
検
出

デ
ー
タ
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
駆
使
し
て
数
値

化
・
定
量
化
す
る
事
で
、
液
中
異
物
と
泡
や

傷
な
ど
の
疑
似
不
良
を
精
度
良
く
識
別
す
る

機
能
を
持
っ
た
ビ
ン
内
の
液
中
異
物
検
査
装

置
で
す
。 

酒
造
メ
ー
カ
ー
や
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
の

様
々
な
ガ
ラ
ス
瓶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の

液
中
異
物
検
査
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
事

で
、
異
物
混
入
に
よ
る
不
良
品
の
流
出
防
止
、

似
不
良
率
（
0.01

%

以
下
）
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
競
合
他
社
を
圧
倒
し
て
お
り
、
前
述
し

た
顧
客
要
求
に
十
分
応
え
ら
れ
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

♥

 

「
す
ば
ら
し
い
商
品
な
の
で
応
用
分
野
へ

の
展
開
も
含
め
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
」、

「
鹿
児
島
県
に
こ
の
よ
う
な
高
度
な
技
術
を

持
っ
て
い
る
企
業
が
あ
っ
て
頼
も
し
い
」
な

ど
の
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き
、

関
係
者
一
同
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

˹
♥

᾽

 

現
在
は
焼
酎
メ
ー
カ
ー
、
飲
料
水
メ
ー

カ
ー
を
中
心
に
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
よ
り
大
き
な
市
場
を
持
つ
金
属

切
削
加
工
用
チ
ッ
プ
や
ド
リ
ル
・
エ
ン
ド
ミ

ル
の
外
観
検
査
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
開

発
・
販
売
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。 

生
産
性
向
上
及
び
検
査
コ
ス
ト
低
減
な
ど
を

実
現
し
ま
す
。
更
に
、
PC
へ
格
納
さ
れ
た
取

得
デ
ー
タ
は
Ｓ
Ｐ
Ｃ
手
法(statistical 

process control)

に
よ
り
統
計
分
析
さ

れ
て
、
生
産
ラ
イ
ン
の
危
険
予
知
、
異
常
工

程
の
特
定
、
お
よ
び
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

周
期
の
適
正
化
の
た
め
有
効
に
用
い
ら
れ
ま

す
。
尚
、
磨
り
ガ
ラ
ス
ビ
ン
、
光
を
透
過
し

な
い
ビ
ン
・
容
器
及
び
表
面
に
著
し
く
凹
凸

の
あ
る
ビ
ン
・
容
器
以
外
は
基
本
的
に
全
て

検
査
可
能
で
す
。 

具
体
的
な
検
査
原
理
は
、
高
速
で
搬
送
さ

れ
る
ビ
ン
を
回
転
さ
せ
液
中
の
異
物
を
拡
散

さ
せ
た
後
に
超
音
波
脱
泡
処
理
（
特
許
申
請

中
）
を
施
し
、
疑
似
不
良
の
原
因
と
な
る
残

留
気
泡
を
低
減
さ
せ
る
。
そ
の
後
ビ
ン
に
追

従
し
て
移
動
す
る
特
殊
照
明
と
高
感
度
カ
メ

ラ
に
よ
り
液
中
を
複
数
回
撮
像
し
、
そ
れ
ら

の
画
像
の
差
異
を
詳
細
比
較
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
際
、
独
自
の
異
物
選
別
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
り
本
物
の

異
物
と
傷
・
気
泡

等
の
疑
似
不
良
と

を
精
度
良
く
識
別

し
、初
期
設
定
さ
れ

た
大
き
さ
や
個
数

に
関
す
る
検
査
基

準
と
比
較
す
る
事

で
商
品
の
良
否
判

断
を
行
い
ま
す（
不

良
と
判
断
さ
れ
た

ビ
ン
は
自
動
排
出

さ
れ
ま
す
）。ま
た
、

価
格
（
他
社
比
で

約
30
%

ダ
ウ
ン
）、

検
査
精
度
（
0.05

mm

以
上
を
検
出
）、
擬
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進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、さ
ら
な
る
売
上

向
上
、
広
報
に
つ
な
が
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

発
展
さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、改
善
す
べ

き
点
が
あ
れ
ば
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
と

平
成
22
年
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

К
ὦ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

運
用
の
基
本
は
大
き
く
分
け
て
次
の
２
つ

で
す
。 

 

ẉ

Ḹ

ὖ

 

 
 

ͬ

 

 

ᵂ

Ҳ
ׄ

ѝ

 

 
 

˹
♥

Ḹ

ͬ

 

 
 

 
一
つ
目
の
「
新
鮮
な
多
く
の
情
報
を
顧

客
に
発
信
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ

グ
に
よ
っ
て
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
生
育
情
報

な
ど
を
す
で
に
発
信
し
て
お
り
、顧
客
に
対

し
て
安
心
感
・
信
頼
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
、次
の
項
目
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。 

・
ブ
ロ
グ
に
会
社
の
住
所
・
連
絡
先
な 

 

ど
の
基
本
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い 

 

な
い
こ
と 

・
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
販
売
が
近
づ
い
て 

 

い
る
時
期
に
な
っ
て
も
販
売
開
始 

 

時
期
な
ど
の
お
知
ら
せ
が
な
い
こ
と 

・
商
品
の
説
明
の
文
章
量
が
少
な
い
こ 

 

と 

・
全
体
的
に
情
報
の
量
が
不
足
気
味
で 

 

あ
る
こ
と 

特
に
商
品
説
明
の
ペ
ー
ジ
は
、文
章
や

写
真
、動
画
な
ど
を
用
い
て
生
産
者
の
こ

だ
わ
り
を
顧
客
に
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
重
要
な
部
分
で
す
の
で
、商
品
の
付

加
価
値
を
高
め
、競
争
力
を
上
げ
る
た
め

に
も
改
善
を
勧
め
ま
し
た
。 

二
つ
目
の
「
訪
問
者
の
数
や
動
向
分

析
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
行
う
た
め

の
「
ア
ク
セ
ス
解
析
ツ
ー
ル
」
が
導
入
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、導
入
を
提
案
し

ま
し
た
。 

分
析
で
重
要
な
こ
と
は
、「
具
体
的
な

数
値
で
の
現
状
把
握
」
と
「
情
報
発
信
に

対
し
て
の
顧
客
の
反
応
の
確
認
」
で
す
。 

例
え
ば
、訪
問
の
き
っ
か
け
は
検
索
サ

イ
ト
な
の
か
、他
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

な
の
か
、
ど
の
ペ
ー
ジ
を
一
番
見
て
も

ら
っ
て
い
る
の
か
、売
り
出
し
の
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
時
間
が
十
分
に
長
い
か
、
ど
の

ペ
ー
ジ
で
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
、

こ
れ
ら
に
注
目
し
て
分
析
し
て
い
き
ま

す
。 

 

 

提
案
し
た
改
善
点
に
対
応
し
て
も
ら

い
、ア
ク
セ
ス
解
析
に
よ
る
分
析
も
継
続

今
月
号
も
前
号
と
同
様
、

（
電
子
商

取
引
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
支
援
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

喜
界
島
と
い
う
地
理
的
条
件
の
不
利
を

解
消
す
る
た
め
、
販
路
開
拓
の
一
つ
と
し
て

平
成
20
年
に
若
松
洋
介
専
務
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
販
売
と
ブ
ロ
グ
に
よ
る
情

報
発
信
を
開
始
し
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
制
作
業
者
に
依
頼
せ
ず
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ビ
ル
ダ
ー
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

ソ
フ
ト
を
独
学
し
て
の
自
社
制
作
で
す
。日

記
風
の
ブ
ロ
グ
は
既
存
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

ブ
ロ
グ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
既

存
顧
客
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
周
知

を
徹
底
し
た
結
果
、パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
４
０

０
０
個
完
売
を
達
成
し
、
新
規
顧
客
も
順

調
に
増
加
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
独
学
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
を

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
販
売
は
毎
年
完
売
が
続

い
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら
の
電
話
や

葉
書
、Ｆ
Ａ
Ｘ
注
文
も
あ
り
ま
す
が
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
新
規
顧
客
獲
得
が
毎
年

一
定
数
以
上
で
き
て
い
い
る
と
の
こ
と
で

す
。 ま

た
、
新
た
な
取
組
と
し
て
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
の
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
収
穫
数
が
少
し
落
ち
る

も
の
の
、
よ
り
質
の
高
い
農
作
物
や
付
加

価
値
の
高
い
農
作
物
を
生
産
す
る
事
で
顧

客
の
要
望
に
応
え
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
意
欲
的
で
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
取
組
を
顧
客
に
対
し
て
直

接
情
報
発
信
し
、
生
産
過
程
ま
で
伝
達
で

き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
重
要
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
、特
に
離
島
に
と
っ

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
欠
か
せ
な
い
道
具
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

若松農園のホームページ 
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定
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
良
い
の
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な

が
ら
設
定
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
制
作

ソ
フ
ト
の
使
い
方
よ
り
も
、
基
本
的
な
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な
部
分
が
あ
っ

た
り
、
ど
の
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

る
の
か
全
体
構
成
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
と
い
う
理
由
で
、
作
成
を
難
し

く
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
他
の
窯
元
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
ど
の
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
た
い
の
か
、
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
や
構
成
を
練
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
わ
ず
に
、
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
で
ラ
フ
ス

ケ
ッ
チ
の
よ
う
書
い
て
も
ら
い
、
構
成
を

少
し
ず
つ
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
制
作
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
を
進

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
方
法

や
、
画
像
の
作
成･

編
集
、
公
開
の
手
順
な

ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

同
時
に
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、
手

順
だ
け
を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
上
に
出
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
や
、

項
目
、
表
示
な
ど
を
必
ず
読
ん
で
把
握
し

な
が
ら
操
作
す
る
こ
と
に
注
意
し
て
操
作

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

ブ
ロ
グ
な
ら
ば
簡
単
に
更
新
で
き
る
と

の
知
人
の
薦
め
で
始
め
ま
し
た
が
、
投
稿

す
る
時
間
が
思
う
よ
う
に
と
れ
ず
、
情
報

が
古
い
ま
ま
残
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
心
機
一
転
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
が
、
独
学
で
進
め
て
い
た
こ
と
も

あ
り
不
明
な
点
も
多
く
、
西
之
表
市
商
工

会
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
本
事
業
を

紹
介
さ
れ
、
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

ブ
ロ
グ
は
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
異
な
り
簡
単
に
情
報
発
信
で
き
る
手

軽
さ
か
ら
、
個
人
の
日
記
を
中
心
に
広
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
「
簡
単
」
と
は
い
っ

て
も
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
困
難
を
感
じ
た

り
、
手
間
も
か
か
る
た
め
、
ブ
ロ
グ
更
新

を
長
期
間
継
続
で
き
る
人
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。 

そ
こ
で
、
普
段
よ
く
使
っ
て
い
る
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
機
能
を
用
い
て
ブ
ロ
グ
を

更
新
す
る
方
法
を
勧
め
ま
し
た
。
家
族
や

友
達
に
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
よ
う
に
、

メ
ー
ル
送
信
で
ブ
ロ
グ
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
に
は
カ

メ
ラ
機
能
も
付
属
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
別
途
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
す
る
な
ど
の

手
間
も
省
け
ま
す
。 

メ
ー
ル
で
ブ
ロ
グ
を
更
新
す
る
設
定
に

つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ブ
ロ
グ
の
設

 

ブ
ロ
グ
の
更
新
に
つ
い
て
は
、普
段
持

ち
歩
い
て
い
る
携
帯
電
話
か
ら
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

完
成
し
た
陶
芸
作
品
の
写
真
や
日
常
ふ

と
気
が
つ
い
た
こ
と
を
、時
間
や
場
所
を

問
わ
ず
気
軽
に
ブ
ロ
グ
に
掲
載
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業

は
２
年
近
く
要
し
ま
し
た
が
、無
事
完
成

し
、
公
開
に
至
り
ま
し
た
。
作
成
し
な
が

ら
よ
り
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
工
夫
を
重

ね
、ペ
ー
ジ
数
も
次
第
に
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
一
冊

の
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
は
振
り
返
っ
て
確
認
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
、
着
実
に
制
作
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
は
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
数
年
前
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
制
作
ソ
フ
ト
で
あ
る

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
」
を
用
い
て

独
学
で
作
成
し
た
も
の
の
、
普
段
の
仕
事

が
忙
し
く
な
か
な
か
更
新
で
き
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。 

能野焼窯元 福元陶苑のホームページ 
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
経
常
研
究
の
ほ
か

県
内
の
企
業
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
研
究
目
的
が
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究

と
概
ね
一
致
し
、
産
業
振
興
上
有
益
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
契
約
を
交
わ
し

ま
す
。費
用
は
消
耗
品
な
ど
一
部
有
料
と

な
り
ま
す
。 

ま
た
、
経
済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
な

ど
の
国
の
機
関
や
そ
の
他
外
部
団
体
か

ら
受
託
研
究
や
公
募
提
案
型
研
究
開
発

事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。最
近

の
件
数
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。 

  
 

研
究
成
果
と
し
て
試
作
さ
れ
て
い
る

製
品
を
紹
介
し
ま
す
。
製
造
ラ
イ
ン
の
静

電
気
発
生
箇
所
や
検
出
場
所
を
特
定
で

き
る
静
電
気
発
生
箇
所
検
出
装
置
（
写
真

１
）
や
、
病
院
・
介
護
施
設
な
ど
で
患
者

が
ベ
ッ
ト
か
ら
離
れ
る
際
の
事
故
を
低
減

さ
せ
る
離
床
ベ
ッ
ト
予
測
シ
ス
テ
ム
（
写

真
２
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
焼
酎
製
造

の
ア
ル
コ
ー
ル
は
原
料
サ
ツ
マ
イ
モ
の

デ
ン
プ
ン
価
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。そ

の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
デ
ン
プ
ン
を
即
座
に

測
定
す
る
簡
易
測
定
装
置
（
写
真
３
）も

実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

ὕ

ӓ

ᵀ
ᴜ
ӓ 

研
究
成
果
と
し
て
さ
ら
に
実
用
化
・

商
品
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

長
寿
命
化
し
た
鍛
造
工
具
（
写
真
４
）

は
ネ
ジ
製
造
現
場
で
実
用
化
さ
れ
、
工

具
の
寿
命
が
3.7
倍
（
加
工
数
２
４
、
０

０
０
回
→
９
０
、
０
０
０
回
）
に
伸
び
、

コ
ス
ト
削
減
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
平
成
23
年
度
九
州
・
沖

縄
地
域
公
設
試
＆
産
総
研
・
合
同
成
果

発
表
会
に
お
い
て
優
秀
賞
も
受
賞
し
ま

し
た
。 

シ
ラ
ス
（
火
山
噴
出
物
）
関
連
で
は
、

粒
径
を
揃
え
た
整
粒
シ
ラ
ス
が
洗
顔
料

製
品
に
使
用
さ
れ
、た
い
へ
ん
好
評
で
す

（
写
真
５
）。
ま
た
、
奄
美
群
島
に
は
昔
、

女
性
が
手
の
甲
に
入
墨
を
施
す
針
突

（
ハ
ヅ
キ
）
の
習
慣
が
あ
り
、
そ
の
針
突

文
様
の
図
形
化
と
用
途
展
開
を
図
り
ま

し
た
。
現
在
、
奄
美
大
島
で
針
突
ス
ト

ラ
ッ
プ
な
ど
の
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
（
写
真
６
）。 

今
後
も
、
県
内
企
業
の
要
望
に
応
え

な
が
ら
研
究
開
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

（
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

０
９
９
５-

４
３-

５
１
１
１
） 

（写真４）長寿命化した鍛造工具 

（従来工具より3.7倍の長寿命化） 

 

第
５
回
目
の
今
回
は
共
同
研
究
や
受
託
研
究
・
公
募
提
案
型

研
究
と
そ
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 H21年度 H22年度 H23年度 

経常研究 22 27 25 

共同研究 17 10 17 

受託研究 2 2 5 

公募提案型研究 8 5 13 

（写真６）針突（ハズキ）文様ストラップ 

霧島市隼人町小田1445- 1 

電 話：0995- 43- 5111 

F A X：0995- 64- 2111 

（写真５）シラス洗顔料 

（写真２）離床ベッド予測システム 

（写真１）静電気発生箇所検出装置 

（表１） 共同研究・受託研究・公募提案型研究の件数（件） 

（写真３）焼酎原料用サツマイモの 

簡易デンプン価測定装置 
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Information 

₳ ₴↓ ЃῬ ֝╠ Ḹ˧ ̝ σ 
去る２月７日(火)、鹿児島市内のホテルウェルビューかごしまにお

いて、 ビジネスマッチング協議会と当センター主催で「平成２３年

度 鹿児島県取引情報交換面談会」を開催しました。 

◆参加企業数 

 
区 分  企業数  うち県内企業  参加人数  

発注企業  ２９社  ５社  ３７名  

受注企業  ５７社  ５７社  ９３名  

合 計  ８６社  ６２社  １３０名  

 この面談会は、鹿児島県中小企業の発注機会の拡大と新規取引先の開拓促進、技術に関する情報交換を図る

ことを目的として平成４年から開催しており、今回で２０回目となります。当日は、新たな外注先を求める発

注企業と県内の受注企業が参加し、限られた面談時間の中で活発な商談が行われました。また、受注企業の加

工製品や鹿児島県トライアル発注製品の展示、関係機関紹介コーナーを設置するなど、発注企業に対し工業団

地や地元企業の開発製品等のＰＲも行いました。面談会を補完することを目的として開催した交流懇談会に

は、受発注企業の担当者など約８０名が参加し和やかな雰囲気の中、相互の親睦を深め、県内企業同士が情報

交換をする様子も見受けられました。 

 発注企業の中には、面談会の翌日、面談企業を訪問し工場見学をするなど積極的な姿勢も見られ、商談成立

の報告もあり今後の進展に期待したいと思います。 

Ặҏ ὺ̼ѣ҄ѼҴ  ͗ ЕЗ Е   

 当ビジネス支援課で、平成２３年４月１日から平成２４年２月末までの取引の紹介、あっせん状況は、 

次のとおりです。 

˺̏  ̏  ֝╠Ấ ►ѧ֞  

２１４ 件  ５１ 件  １３，９０２ 千円  

€ ⁷◓ ὺ  

★ 各企業の希望に応じた取引の紹介・あっせんを円滑に行うために、当センターへの企業登録をお願いして 

 います。登録・取引の紹介・あっせんは、すべて無料です。 

 登録申込書は、ホームページからダウンロードできます。   （ http://www.kric.or.jp） 
 

★ 今回新たに次の企業から登録の申込みがありましたので、御紹介します。 

֞ ̔  

 ᷂ ᷀  ׀  ̔ ֵ
 

(ʠЛ)  
♫ ᴣ

)˲  
  ʺ ᴜ  

J34373   (株) カミマエ  南さつま市   ３００  ２  一般機械器具製造業   支柱、フランジ、特殊ボルト  

面 談 会 風 景 

面談会風景 製品展示コーナー 交流懇談会風景 
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